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（史料） 

『隋書』巻一・高祖紀上・開皇 2年（582）6 月の遷都詔 

丙申、詔して曰く「朕、祗しんで上玄を奉じ、萬國に君臨するも、生人の敝を屬き、前

代の宮に處す。常に之を作る者の勞、之に居する者の逸を以爲うも、改創の事、心未だ

遑あらざるなり。而して王公大臣、謀を陳べ策を獻じて、咸な云わく、羲・農以降、姬・

劉に至るまで、代に當りて屢しば遷ること有るも、命を革めて徙らざるは無し。曹・馬

の後、時に因循せらるは、乃ち末代の宴安にして、往聖の宏義に非ず、と。此の城、漢

より彫殘の日久しく、屢しば戰場と爲り、舊く喪亂を經。今の宮室、事は權宜に近く、

又た筮を謀り龜に從い、星を瞻、日を揆るに非ず、皇王の邑を建て、大眾の聚る所に合

するに足らず。變通の數を論じ、幽顯の情を具にせんとし、同心して固く請うこと、詞

情、深切なり。然らば則ち京師は百官の府、四海の歸向、朕一人の獨有する所に非ず。

苟しくも物に利し、其れ違う可からざるや。且つ殷の五遷は、人の盡く死するを恐る。

是れ則ち吉凶の土を以て、長短の命を制すなり。新しきを謀り故を去るは、如農の秋を

望むが如く、暫らく劬勞すと雖も、其れ宅に安んずるを究めん。今、區宇寧一にして、

陰陽、序に順い、安安として以て遷らば、胥怨を懷くこと勿らん。龍首山は川原秀麗、

卉物滋阜なれば、卜食相土して、宜しく都邑を建つべし。定鼎の基、永固とし、無窮の

業、斯に在らん。公私の府宅、規模の遠近、營構の資費は、事に隨い條奏せよ」と。仍

りて左僕射高熲、將作大匠劉龍、鉅鹿郡公賀婁子幹、太府少卿高龍叉等に詔して新都を

創造せしむ。 



①北朝湾漳北朝大墓
（北斉武文宣帝・武寧陵？）

参考図１　年表

参考図２　中国地図

参考図４　北朝皇帝陵

②北周武帝孝陵

参考図３　西安市周辺の古城遺跡


	202002_Part5
	202002_Part6

